
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泊町立和泊小学校 

学校だより９月号 

令和６年９月２日 

西郷先生の「和の心」を継承  和小 HP 

「褒める・叱る・励ます」ことの大切さ    
                                                     校長 池田 裕一郎  

 ９月２日（月）。長かった夏休みも終わり，元気いっぱいの子供たちの姿が学校に帰ってきまし

た。校内のいたるところで「おはようございます」「うがみやぶらあ～」「みへでぃろど～」と，

朝のあいさつをする子供たちの声が響いていました。「友達と話が早くしたいです。」「友達とサッ

カーをしたいです。学校がいいです。」と笑顔で話してくれる子供たち。それから，鹿屋市の寿北

小から，小原 彩夢花さんが５年生に転入生してきました。宜しくお願いします。 
  
 さて，夏休み期間に，今年も八つの字のそれぞれのラジオ体操に参加させてい

ただきました。参加人数の多い字。一人だけれども真面目に取り組んでいる子

供。感謝したいのは，それぞれの字で，ラジオ体操に子供たちと一緒に取り組ん

でくださっている，区長さん，保護者の方，地域の方の存在です。もしかしたら，

子供の中には，学校があるときよりも早く起きて，ラジオ体操に参加している子

供もいたのではないかと思います。頑張っている姿がとてもよかったです。 
 
  ８月に，家庭教育関係の研修会に参加しました。内容を少しだけ紹介いたします。「子供は，親

の日常生活を観察しながら，様々な学習をしている。親は子供の観察学習のよきモデルである。子

供は親の行動を観察しながら，大人の考え方，感じ方，行動の仕方などを学習している。」と，言

われています。沖永良部に当てはまらないかもしれませんが，内地では，核家族化・少子化が進み，

一家の団欒も少なく，家族同士の結びつきも弱くなっているのではと危惧されています。 
 一人でいれば，意見のぶつかり合いもなければ，摩擦も起きようがなく，自由

にしていられます。かつては大勢の兄弟姉妹の中で，家族がぶつかり合いなが

ら，悲しみや喜びを共有し，自分と違った人間の存在を実感し，考えの違いや自

他のあり方を自然に学んでいました。 
  
 少子化が進み，子供に目をかけすぎて過干渉や過保護になったり，過度な期待をかけすぎたり，

放任主義に等しいことに気付かなかったり，私たち大人は，子育てなどを振り返り，考えなければ

ならない時期になっているのではないかと思います。 
 大人としての責任を果たすため，正しいこと，悪いことのけじめを示し，教える必要があります。

また，褒めるべきときには思いっきり褒めてください。叱るときは，真剣に叱ってください。励ま

すときは，親身になって励ましてください。 
 
 いよいよ２学期が始まりました。夏休みの間，けがや事故の連絡がなかったことを，職員一同嬉

しく思いました。そして，無事に２学期をスタートできたことは何よりの喜びです。子供たちに

とって実り多い２学期になるように教育活動の充実に努めてまいります。２学期も，保護者の皆様

のご理解・ご協力をお願いいたします。 
 

１３日(金) ちょボラの日 
１４日(土) 土曜授業 

和魂スタディタイム 
１６日(月) 敬老の日 
１８日(水) 方言の日 
１９日(木) 食育の日 
２０日(金) Ｂ校時・掃除なし 
２２日(日) 秋分の日 
２３日(月) 振替休日 

 

 

「魅力ある学校づくり」だより №４ 

21 日夕方， 53 名の保護者の皆様にご協力いただき，奉仕

作業が行えました。おかげさまで，美しく整った環境で２学

期を始めることができます。ありがとうございました。 

令和６年度 児童会スローガン 

２日(月) 始業式 
ＰＴＡ登校指導（～５日） 
いじめ問題を考える週間 

４日(水) 授業参観，学級ＰＴＡ 
１０日(火) 国際交流授業(６年) 

 
 

６ 朝戸  大智 ６ 盛山  結花 ５ 清水 羅衣良 

６ 沖田  和花 ５ 窪田  凪紗 ５ 町田  実陽 

６ 富岡  希歩 ５ 酒匂 麻里子 ５ 森  優 菜 

 

ボランティア，ありがとうございます 

この夏休み，バレーボール少年団は体育館周辺の掃除を

してくれています。ボランティア精神の成長を実感し，と

てもうれしく思っています。ありがとうございます。 

また，式田さんが，今年もボランティアで給食着をクリーニングしてくださ

いました。ぴかぴかの給食着で当番ができます。ありがとうございました。 

平和について考えた出校日 

久々に子供たちの元気な声で学校が包まれた出校日。終戦の日や広島・長崎

の原爆の日が近いこの日の校長先生のお話は，谷川俊太郎さんの絵本「へいわ

とせんそう」を読み聞かせて，平和について考えてもらうものでした。一人一

人が平和についてじっくりと考える機会となりました。 


